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白川小学校
していました。収穫後は、一緒にサツマイモ料理
に挑戦する予定です。伝統の「動くジャンボカル
タ取り大会」にも園児の皆さんを招待しています。
相手をするのは１・２年生。目を輝かせて追い掛
けてくる園児に対し、少し力を緩めてカルタを取
らせてあげる姿はほほ笑ましいものです。
　園児から「小学校が楽しみ」という声が聞かれ
た保育園と小学校の連携を、これからも深めてい
きます。

市では、文部科学省から委託を受け「幼保
小の架け橋プログラム事業」に取り組んで

います。白川小学校では、徒歩１分の「地の利」
を生かして、隣接する白川保育園との交流を盛ん
に行い、小学校との円滑な接続を進めています。
　本年度始まった新たな取り組みは、５歳児と１・
２年生合同のサツマイモ栽培です。苗の植え付け
では、１・２年生が「お兄さん」「お姉さん」ぶ
りを発揮し、園児の皆さんに植え方の手ほどきを

本本

区の特色を生かした小原小中学校の魅力あ
る教育活動を紹介します！

　体育の授業で行う武道の一つ「弓道」の取り組
みは、江戸時代から弓矢の稽古が盛んに行われた
小原地区ならではのものです。授業では、外部の
指導者の方や地域の弓道会の方々に指導を受けて
います。平成28年度から取り組んできたこの活
動は幅を広げ、昨年度から弓道部を立ち上げて大
会に参加する予定です。

地地

地域の特色を生かした教育活動

保育園と小学校の架け橋　～白川保育園との連携～

　また、総合的な学習の時間の地域調査活動では、
小原地区の豊かな水や森林、土壌について３年サ
イクルで探求活動を進めます。この３年間の系統
的な学びが、宮城県自然保護課が主催する「生物
多様性推進活動表彰」の審査において優秀賞とい
う栄誉ある賞を受けました。
　伝統や豊かな自然を通した学びは、子どもたち
の心と体、感性を高める小原小中学校の魅力の一
つとなっています。

小原小中学校

白石市学力向上プロジェクトの取り組み

▲�優しく土を掛けるんだよ！ ▲�園の先生とも交流しています▲�伝統行事の「動くジャンボカルタ取り大会」

▲�弓道の授業 ▲�賞状を手に記念撮影をする子どもたち▲�身近な地域の土壌調査
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